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都議会自民党不記載問題で日本共産党東京都議団が記者会見

「中抜き」組織的に
記
者
会
見
を
行
う
、（
右
か
ら
）池
川
友
一
、和
泉
な
お

み
、白
石
た
み
お
、原
田
あ
き
ら
の
各
都
議
会
議
員

日本共産党東京都議団
は 22日、都庁内で、都議
会自民党の政治資金パー
ティー券収入不記載問題
について記者会見を行いま
した（裏面に関連記事）。

日本共産党都議団が独自に入手した資料

記者会見の
動画はこちら→

“ずさんな資金管理”どころか

不
記
載
問
題
を
め
ぐ
っ

て
は
17
日
、
東
京
地
検
特

捜
部
が
政
治
資
金
規
制
法

違
反（
虚
偽
記
載
）の
罪
で
、

収
支
報
告
書
を
作
成
し
た

会
計
担
当
者
を
略
式
起
訴

し
て
い
ま
す
。

独
自
に
入
手
し
た

資
料
を
公
開

会
見
で
は
、
都
議
団
が

独
自
に
入
手
し
た
資
料
を

公
開
。
こ
れ
は
都
議
会
自

民
党
の
総
会
で
幹
事
長
が

２
０
１
９
年
12
月
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
お
け
る
パ
ー

 

日本共産党都議団が独自に入手した資料 

テ
ィ
ー
券
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
資
料

で
す
（
左
図
）。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
都
議
1
人
あ
た
り

に
２
０
０
万
円
分
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
（
1
枚
2
万
円
、

１
０
０
枚
）
を
配
付
し
、

１
０
０
万
円
分
を
納
め
る

こ
と
、
１
０
０
枚
を
超
え

た
分
は
1
万
円
ず
つ
会
派

と
都
議
で
折
半
す
る
こ
と

な
ど
詳
細
な
手
法
で
裏
金

を
作
っ
て
お
り
、
都
議
団

は
、「
ず
さ
ん
な
資
金
管
理
」

で
は
な
い
と
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。（
の
の
山
け
ん
）



企業・団体献金禁止を
日本共産党都議団・和泉幹事長の談話（要旨）

１１月月１１７７日日、、東東京京地地検検特特捜捜部部はは、、都都議議会会
自自民民党党のの裏裏金金問問題題でで会会計計担担当当職職員員をを略略式式起起
訴訴ししままししたた。。ししかかしし、、都都議議ににつついいててはは金金額額
がが数数百百万万円円ににととどどままるる事事かからら、、起起訴訴をを見見送送
るるとといいうう結結論論にに、、世世論論のの批批判判がが広広ががるる事事はは
必必至至でですす。。  

  都都議議会会自自民民党党はは同同日日、、記記者者会会見見をを開開催催
しし、、政政治治団団体体ととししててのの都都議議会会自自民民党党をを解解散散
すするるとと表表明明ししままししたたがが、、都都議議会会会会派派ととししてて
のの都都議議会会自自民民党党はは存存続続ししまますす。。「「不不記記載載」」
ががああっったた都都議議のの名名前前やや人人数数、、個個別別のの不不記記載載
額額はは明明ららかかににししてていいまませせんん。。ままたた、、いいつつかか
らら裏裏金金のの運運用用がが始始ままっったたののかかはは確確認認ででききなな
かかっったた、、とと語語りりままししたたがが、、長長年年のの慣慣習習ととなな
っってていいたたここととかかららもも、、自自民民党党のの組組織織的的問問題題
ででああるるここととがが改改めめてて浮浮きき彫彫りりににななりりまましし
たた。。  

たたととええ都都議議のの起起訴訴がが見見送送らられれててもも、、政政治治
家家ととししててのの道道義義的的、、倫倫理理的的責責任任ががななくくななっっ
たたわわけけででははあありりまませせんん。。政政治治へへのの信信頼頼をを失失
墜墜ささせせ、、有有権権者者のの負負託託をを裏裏切切っっここととはは、、厳厳
ししくくそそのの責責任任がが問問わわれれまますす。。収収支支報報告告書書のの
記記載載修修正正ををももっってて、、事事態態のの鎮鎮静静化化をを図図ろろうう
ととすするる事事はは、、ととううてていい許許さされれまませせんん。。  

  ままたた、、今今回回問問題題ににななっってていいるるののはは、、ああくく
ままでで時時効効ににかかかかららなないい２２００１１９９年年とと２２００２２
２２年年のの政政治治資資金金収収支支報報告告書書でですすがが、、そそれれ以以
前前ににつついいててはは、、一一切切明明ららかかににさされれてていいまませせ
んん。。  

都都議議会会自自民民党党のの中中でではは、、１１００００枚枚ののパパーー
テティィーー券券がが配配らられれたたううちち５５００枚枚分分だだけけをを納納
めめれればばよよいいここととととさされれ、、残残りりはは議議員員がが受受けけ
取取っっててよよいいとといいうう裏裏金金ののシシスステテムムがが当当りり前前
ののよよううにに常常態態化化ししてていいたた事事態態はは、、自自民民党党国国
会会議議員員のの裏裏金金のの実実態態以以上上にに深深刻刻でですす。。  

都都議議会会自自民民党党はは、、時時効効ににかかかかっってていいるる時時
期期もも含含めめ、、誰誰がが、、いいつつかからら、、どどれれくくららいい裏裏
金金にに関関与与ししてていいたたののかか、、裏裏金金をを何何にに使使っったた
ののかか、、自自らら徹徹底底ししたた調調査査をを行行いい、、明明ららかかにに
すするるべべききでですす。。  

日日本本共共産産党党都都議議団団はは、、都都議議会会自自民民党党にによよ
るる裏裏金金問問題題のの全全容容のの徹徹底底解解明明にに取取りり組組みみまま
すす。。  

経経済済のの停停滞滞がが続続きき、、「「失失わわれれたた３３００年年」」
とといいわわれれるるよよううにに、、経経済済成成長長がが止止ままっったた
国国、、賃賃金金がが上上ががららなないい国国ににななっったた背背景景にに
はは、、自自民民党党政政権権にによよるる財財界界・・大大企企業業いいいいなな
りりのの政政治治ががあありりまますす。。日日本本共共産産党党はは、、企企
業業・・団団体体献献金金・・パパーーテティィーー券券購購入入のの全全面面禁禁
止止をを一一貫貫ししてて求求めめ続続けけててききままししたた。。  

今今ここそそ、、政政治治資資金金パパーーテティィーー券券をを含含めめ企企
業業団団体体献献金金をを禁禁止止ししてて、、政政治治ととカカネネのの癒癒着着
をを断断ちち切切りり、、都都民民のの負負託託ににここたたええるる都都政政をを
実実現現すするるたためめにに、、引引きき続続きき全全力力ををああげげまま
すす。。  

以以上上  

都議会自民党の裏金問題について 
２０２５年１月１８日  
日本共産党東京都議会議員団 幹事長 和泉なおみ 
 

談話 

１
月
17
日
、
東
京
地
検
特
捜

部
は
、
都
議
会
自
民
党
の
裏
金

問
題
で
会
計
担
当
職
員
を
略
式

起
訴
し
た
が
、
都
議
に
つ
い
て
は

金
額
が
数
百
万
円
に
と
ど
ま
る

事
か
ら
起
訴
を
見
送
っ
た
。

都
議
会
自
民
党
は
同
日
、
記

者
会
見
を
開
催
、
政
治
団
体
と

し
て
の
都
議
会
自
民
党
を
解
散

す
る
と
表
明
し
た
が
、「
不
記
載
」

が
あ
っ
た
都
議
の
名
前
や
人
数
、

個
別
の
不
記
載
額
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
い
つ
か
ら

裏
金
の
運
用
が
始
ま
っ
た
の
か
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
が
、

長
年
の
慣
習
と
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
も
、
自
民
党
の
組
織
的
問

題
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

た
と
え
都
議
の
起
訴
が
見
送

ら
れ
て
も
、
政
治
家
と
し
て
の
道

義
的
、
倫
理
的
責
任
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
政
治
へ
の
信

頼
を
失
墜
さ
せ
、
有
権
者
の
負

託
を
裏
切
っ
た
こ
と
は
、
厳
し
く

責
任
が
問
わ
れ
る
。

都
議
会
自
民
党
の
中
で
、

１
０
０
枚
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
う

ち
50
枚
分
だ
け
納
め
れ
ば
よ
い

と
い
う
裏
金
の
シ
ス
テ
ム
が
当
り

前
の
よ
う
に
常
態
化
し
て
い
た
事

態
は
、
自
民
党
国
会
議
員
の
裏

金
の
実
態
以
上
に
深
刻
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都

議
会
自
民
党
に
よ
る
裏
金
問
題

の
全
容
解
明
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
企
業
団
体
献
金
を
禁
止

し
て
政
治
と
カ
ネ
の
癒
着
を
断

ち
切
り
、
都
民
の
負
託
に
こ
た

え
る
都
政
実
現
の
た
め
に
、
引

き
続
き
全
力
を
あ
げ
る
。

党都議団・和泉幹事長の談話

都議会自民党による裏金問題の全容解明、再発防止へ

災害から地域住民の命を守る
赤羽消防団が 2025 年始式ひらく
19 日、赤羽会館で赤羽消防団始式が開かれまし

た。常日頃から地震などの災害に備え、消防署と連
携して地域住民の命と財産を守るために活動してい
る消防団。模範的な団員の表彰とともに、21 名を
数える新入団員も紹介されました。（のの山けん）

幹
事
長
談
話
の

全
文
は
こ
ち
ら
か
ら
→


